 　　　集団的自衛権の行使容認反対！
政府は違憲・無効の閣議決定を撤回せよ！
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安倍政権は、７月１日、現憲法のもとで６７年間続いた、戦争をしないという国の在り方（それはアジアの平和と安定の礎でもあった）を根底から覆し、米国の戦争に参戦することにお墨付きを与える集団的自衛権行使容認の閣議決定を行った。
私たち大阪平和委員会は、この歴史的暴挙に対し、断固抗議するとともに、閣議決定の撤回を求めるものである。 

安倍政権は、国民不在のなか私的諮問機関である安保法制懇の報告を受け、公明党との密室協議を重ね、日本を「戦争しない国」から「戦争する国」にシフト転換する閣議決定を行った。
集団的自衛権は、わが国が攻撃されてもいないのに他国の戦争に参加していくものであり、どのような詭弁をろうしても、日本国憲法の第９条に違反するものである。 

　今回の閣議決定は、わが国への攻撃に対する反撃（個別的自衛権）だけを認める従来の政府見解を根本から変え、政府の判断一つで海外での戦争に日本が参加することに道を開くものであることは明白である。

また、閣議決定は、ＰＫＯ（国連平和維持活動）などで他国部隊を守る「駆け付け警護」や任務遂行のための武器使用もできるようにし、「戦闘地域」と「非戦闘地域」を区別せず後方支援活動が可能であるとしている。

私たち大阪平和委員会には多くの若者が参加結集している。この若者たちの血が海外での戦争で流れることは決してあってはならない。

私たちは、日本を再び「戦争する国」にさせないためにも、集団的自衛権の行使容認は絶対に許さない。
安倍政権によって企まれている再び「戦争する国」づくりのためのあらゆる改憲策動を阻止するため、全力を尽くすものである。
